














































































































人口 32021 29749 27119 24795 23013 21392 19889 17199
Ａ（％） 24.3 26.7 33.2 39.0 42.5 44.4 47.4 51.9














































































































































































































安下庄漁協 日良居漁協 浮島漁協 総計
S.44 495 242 187 925
S.45 207 284 209 700
S.46 257 289 214 760
S.47 360 236 264 860



























元 東和町漁協 1,988.00 932 1,023 421 449 870
日良居漁協 186.00 73 85 32 107 139
安下庄漁協 261.00 183 160 126 150 276
漁業協同組合と共同漁業権（林）
— 53 —
元 浮島漁協 535.00 386 198 86 52 138
久賀漁協 28.00 20 88 30 27 57
大島町漁協 513.00 510 161 79 73 152
合　　計 3,511.00 2,104 1,715 774 858 1,632
5 東和町漁協 1,965.00 966 905 370 424 794
日良居漁協 130.00 69 75 28 70 98
安下庄漁協 330.00 83 139 109 129 238
浮島漁協 490.00 450 186 87 52 139
久賀漁協 28.00 25 85 28 25 53
大島町漁協 499.00 501 160 67 69 136
合　　計 3,442.00 2,094 1,550 689 769 1,458
10 東和町漁協 1,057.00 604 793 311 423 734
日良居漁協 93.00 82 61 32 67 99
安下庄漁協 322.00 164 135 45 42 87
浮島漁協 475.00 381 189 71 32 103
久賀漁協 40.00 35 62 22 26 48
大島町漁協 494.00 495 160 53 60 113
合　　計 2,481.00 1,761 1,400 534 650 1,184
15 東和町漁協 1,258.00 479 707 235 406 641
日良居漁協 120.00 45 43 26 71 97
安下庄漁協 245.00 136 104 41 32 73
浮島漁協 596.00 348 174 70 8 78
久賀漁協 23.00 19 59 18 25 43
大島町漁協 302.00 195 157 52 51 103
合　　計 2,544.00 1,222 1,244 442 593 1,035
20 東和町漁協 1,228.00 740 641 140 345 485
日良居漁協 76.00 26 51 19 12 31
安下庄漁協 362.00 242 90 39 40 79
浮島漁協 478.00 322 156 70 10 80
久賀漁協 15.30 12 40 15 13 28
大島町漁協 251.00 152 145 53 44 97
合　　計 2,410.30 1,494 1,123 336 464 800












Ｈ元年 Ｈ 23 年 Ｈ元年 Ｈ 23 年
東和町漁協 4.72 7.90 2.21 4.89　
日良居漁協 5.81 0.85 2.28 0.31 ▲
安下庄漁協 2.07 8.47 1.45 5.08　  
浮島漁協 6.22 9.25 4.48 6.46　
久賀漁協 0.93 1.16 0.66 1.07　
大島町漁協 6.49 3.74 6.45 2.19 ▲
計 4.54 6.99 2.72 4.45　
　平成元年（1989）と平成23年（2011）の１正組合員あたりの「属
表（６）各漁協の１正組合員当たりの陸揚量・金額
23 東和町漁協 1,035.00 640 518 131 304 435
日良居漁協 13.70 5 45 16 17 33
安下庄漁協 322.00 193 89 38 26 64
浮島漁協 583.00 407 149 63 10 73
久賀漁協 16.30 15 51 14 7 21
大島町漁協 157.50 92 108 42 47 89


















































































































組合名 委員数 組合名 委員数
岩国市漁協 ２ 久賀漁協 １
和木漁協 １ 山口県漁協柳井支店 ２
桂島漁協 １ 　　　　　平郡支店 １
通津漁協 １ 　　　　日良居支店 １
由宇漁協 １ 　　　　　浮島支店 １
神代漁協 １ 　　　　安下庄支店 １
大畠漁協 １ 　　　　東和町支店 ３



























































































































































































































































札幌法学 28 巻 1・2 合併号（2017）
— 66 —
（14）前掲『大島町誌』580頁
（15）前掲『大島町誌』539頁以下
（16）これは大島町漁協が信販事業を行っていないからである。
（17）宮本常一自身の論稿については未来社から著作集が刊行されており、他にも
講演集をはじめさまざまな論稿が公刊され続けている。さらに、宮本常一の
人生やその調査研究の遍歴についての論稿も多いが、ここでは佐野眞一『旅
する巨人』（文藝春秋社　1997）、同『宮本常一が見た日本』（NHK出版
　2001）、「総特集　宮本常一」『現代思想』11月臨時増刊号（2011）をあ
げておきたい。
（18）明治時代以後の東和町からの出稼ぎについては、宮本常一・岡本定前掲書
593頁以下を参照。
（19）この他出の容易さは、昭和51年（1976）７月に本州との間に大島大橋がかか
ったことにより加速されていった。しかし、それは帰郷を伴うことのない他
出の場合が多くなったことは前掲の表（１）の人口減少率からも知れよう。
（20）従来の村落構造論をまとめた論稿としては江守五夫『日本村落社会構
造』（弘文堂　1976）の「序論」がある。なお、拙書『下北半島の法社会
学』（法律文化社　2013）の「序章」では法社会学の領域での村落構造論を
整理した。
（21）宮本常一『女の民俗誌』（岩波現代文庫　2001）89頁以下。『家郷の訓』
（岩波文庫）などの宮本の他の著作にも同様な指摘は数多く見られる。
（22）一つの試みとして、筆者は下北半島での共同漁業権のあり方を論じたことが
あった。すなわち、当該地の複数の共同漁業権を前提として、相互に各漁協
が入漁協定を結んだり、一つの共同漁業権を共有することによって、「陸の
孤島」といわれた各集落が海を媒介に結びついているのではないかと指摘し
た。前掲拙著第６章参照。
（追記）本稿は明治大学社会科学研究所・総合研究「日本基層社会の『境界性』に
関する総合的研究」（H25～H27　代表：大胡修）の研究成果の一部であ
る。本稿で使用した資料については、主として周防大島町水産課の瀬川
洋介氏（H25年当時）、山口県漁協東和町支店の支店長松本克己氏の協力
によって得られたものである。記して深謝の意を表したい。
